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要旨

 大阪府立大学工業高等専門学校ティーチング・ポートフォリオ研究会では，2012 年度より職員の職能

開発の一環として，スタッフ・ポートフォリオ作成ワークショップを，ティーチング・ポートフォリオ作

成ワークショップ，アカデミック･ポートフォリオ作成ワークショップと同時に開催してきた．2017 年度

は 2 回のスタッフ・ポートフォリオ作成ワークショップを開催した．民間企業の経営者に参加してもらう

ことで，SP の意義についてより理解を深めていただき，社員研修の位置づけにも利用していただいている．

また 3 種類の WS の同時開催の相乗効果についても検討した．

キーワード: スタッフ・ポートフォリオ， 職員の職能開発

１．はじめに 

大阪府立大学工業高等専門学校（以下，本校と略す）

ティーチング・ポートフォリオ（TP）研究会は教員の教

育改善の一環として2008年度よりTPの活動[1]，2011年
度からはアカデミック・ポートフォリオ（AP）の活動[2]
に取り組んできたが，2012 年度から職員の職能開発

（SD；Staff Development）の一環として事務職員のポート

フォリオ（SP；スタッフ・ポートフォリオ）[3]にも取り

組んでいる．

中教審答申「学士課程教育の構築に向けて」（平成 20
年 12 月 24 日）において，次のように職員の職能開発に

ついて指摘している． 

第 3 章 学士課程教育の充実を支える学内の教職員の職

能開発 

２．大学職員の職能開発 

（1）現状と課題 

①職能開発の重要性 

（省略）大学経営をめぐる課題が高度化・複雑化する中

職員の職能開発（スタッフ・ディベロップメント，SD）
はますます重要となってきている．

2018 年8 月20 日 受理 

*  総合工学システム学科 メカトロニクスコース 
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**  一般科目 (General Education)

さらに2011年度からの高等専門学校機関別認証評価に

おいて，SDが評価項目の一つとなった． 

本稿では，2017 年度に開催した SP 作成ワークショッ

プの概要について記した後，第10，11回のワークショッ

プに参加したメンティー，メンターの感想を記す．なお

過去のSP作成ワークショップ（WS）については既報[4]
～[7]を参照されたい．

２．スタッフ・ポートフォリオについて 

SPは「職員としての業績，それらについての自己省察

による記述，およびその具体的な裏付け（エビデンス）

の集合体」と定義されている[8]. 

SP作成WSは，愛媛大学がSPODフォーラム等におい

て，2009 年頃から開催している[9]．愛媛大学の SP は，

基本情報，職歴，研修歴，免許・資格等，発表等，職歴・

業務内容・実績等，地域社会での活動等，私の未来予想

図（ビジョン，ゴール），私というひと，今年の記録の

10 項目について枠を埋めていく形式になっている．2016
年度からは1泊2日で実施されている．

大学コンソーシアム佐賀でも2012年度から職員合宿研

修会として，SP 作成 WS を実施している．目次として，

責任，理念，方法・成果・改善，目標を最低限含む必要

があり，分量はA4用紙2～4枚で，参加者が2人1組で

メンタリングをおこなう．

本校は，TP，AP，SP の作成 WS を同時に開催してお

り，2 泊 3 日の日程，TP の構成や作成方法をほぼ踏襲し
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手な分野でしたが，メンターの方がいらっしゃることに

心強く感じ，3 日間でしたがあっという間に過ぎました．

メンターの方とミーティングをしながら，主体となって

いることは，過去からの自身の思考や経験であり，そこ

からの価値観や想いから大きく影響していることを再認

識いたしました．又，自分の理念と会社の理念とが合っ

ているからこそ，引き寄せられ，原点に戻りながら楽し

く仕事ができていることを痛感し，感謝の心が溢れてき

ました．

 ポートフォリオを作成していく中で，自分の経験が文

書化されたことで，自身の業務がより明確となりました．

全てのものごとにはその背景があり，私自身の業務とし

ても振り返りながら，自身の役割を果たしていきたいと

思います．

 大変貴重な機会を頂き，有難うございました．

鎌倉義雄 私は，障がい福祉サービスを提供する会社の

経営を行っています．SP作成WSは，数年前に鰺坂先生

からお誘い頂いて知りました．自分自身は，なかなか日

程が合わなかった（参加する意思が弱かったので，合わ

せようとしなかった）為，他の職員へ参加するように促

していました．すると参加したみんなが「自分の心の掃

除が出来た」や「自身の理念が明確になり，ブレること

がなく仕事が出来るようになった」等々の素晴らしい成

果を出していたので，私も日時を調整し，参加させて頂

くことにしました． 

SP で自分自身を振り返り，見つめ直すことによって，

自分の想いをより深く知ることが出来て，自分のやって

きたことや，現在，行っていることを自分自身で認める

ことが出来るようになりましたし，行っていることの目

的を常に意識するようになりました．そして，両親や恩

師，ご縁のあった人々，また，自分にとって都合の善く

なかった人たちにも深く感謝が出来るようになれたと感

じています．

日頃から仕事は想いが一番・仕事を通じて人格向上と

の考え方を持っており，その想いを込めた経営理念を浸

透させていくことが自分の役割だと自覚しています．SP
を作成することにより，考えや想いをより情熱を持って

語れるようになったと思います．その想いは，変わらな

いものと感じていますが，定期的に振り返り見直して，

常に深めていこうと思います．

お世話になったメンターの栗田先生をはじめ，メンテ

ィー・メンターの皆さまには心から感謝しております．

ありがとうございました．

4.2 メンターとして 

新城恵理奈 私自身，SPを作成したのは2015年12月の

WSだった．当時は高専の先生方がファカルティ・ディベ

ロップメント（FD）として取り組んでいることを自身で

も体験したいと思い，自分の意見をまとめる機会として

取り組んだ．私の場合は時間切れかつその半年後に諸事

情により仕事を辞めたため，途中までの SP になってし

まったが，2 年後の 2017 年に SP のメンターを誘われ，

半分不安に感じながらもチャレンジしてみようと思った．

 私が実際にメンターを経験したのは2017年8月のWS
だった．私がメンティーとして WS に参加したのが 12
月だったため比較的休みが取れやすかったが，8月の平日

は会社員だと慌ただしかったのではと，今振り返ってみ

れば感じられる．私担当のメンティーは大阪府内の介護

福祉施設で勤務されていたため，合間を縫って参加され

ていた様子だった．それに加え，私は文章の作成には慣

れていたが，メンティーの方は慣れていないようだった．

だが，そのような状況でも彼女は「今までの自分を振り

返ることができたのでよかった」と，私が SP 作成の際

に思ったことと同様の感想をおっしゃっていた．それは

非常に嬉しく感じたが，せっかくなら SP を完成させた

いと思っていた．

 ワークショップ後もなるべくサポートは行ったが，結

局私が担当したメンティーも SP 完成ならずで，現時点

でも停滞状態である．せっかくなら完成までサポートし

たいという気持ちはあるが，私自身も時間に余裕がなか

ったというよりは，どこまでどのようにサポートしてい

いかがわからない，この場合はどの方に頼ればよいかわ

からないという状況だった．

私が SP のメンター・メンティーの両方を経験して感

じたことは，SPは自分自身の過去と未来を整理し考える

際には非常に有用なものであることだ．だが，教職員対

象の TP とは異なり，作成するにあたって特に明確な目

的はなく，会社内の上にあたる方が SP の有用性を理解

されていなければ，有休を取得しない限り 3 日間集中し

て SP の WS に参加するのは難しいのではと思われる．

会社の方々にご理解いただけるのは難しいので，対策と

しては，

・WS前にメンターはメンティーと仲良くなっておき（メ

ンターの事情をあらかじめ把握しておき），WSの3日間

以外にも気楽に連絡が取り合えるようになっておく．

・SPのメンティー・メンターともに，簡単な作成あるい

はサポートのマニュアルを用意しておく．

 おもに上記2点が必要なのではと思われる．

 会社勤めでいると，会社の目的が自分の生活するため

の目的になってしまい，自己の理念を見失ってしまいが

ちである．SPは自身を振り返るためには非常に良い手段

であるため，また機会があればSPを広めるためのサポー

トができると幸いである． 
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ている． TP，AP，SPのそれぞれを担当できるメンター

と複数を担当できるメンターを育成することで上記のこ

とが可能となっている．またスーパーバイザーも同じメ

ンターミーティング内で TP，AP，SP を混在させること

で，メンターへの助言がしやすい環境となっている．

SP 作成WSに関する3 機関の特徴を表 1 にまとめる．

表1 SP作成WSの3機関の特徴

愛媛大学 佐賀大学 本校

分量 A4用紙

6枚
A4用紙

2～4枚
A4用紙

6～10枚
目次 10項目 責任，理念，

方法・成果・

改善，目標

責任，理念，

方法・成果・

改善，目標

メンタ

リング

メンター有 相互メンタ

リング

メンター有

日数 1泊2日
(2016年以降) 

1泊2日 2泊3日

前述のように高等教育機関では教員だけではなく職員の

職能開発も必須となっている．そこで本校の WS では，

TP,AP とまとめておこなうことで，教員と職員の相乗効

果を期待している． 

３．作成ワークショップ 

2017年度は本校では2回のTP・AP・SP作成WSを同

時に開催した．SP作成WS の概要を表2 に，WSの主な

スケジュールを表3に示す． 

表2 2017年度に開催したSP作成WSの概要

回 日程 メンティー メンター スーパー

バイザー

10 8月8日〜

10日
2名（民間企

業）

2名（うち

学外1名）

松本高志

（阿南高専）

11 12月26日
〜28日

2名（民間企

業，大学職員）

2名（うち

学外1名）

栗田佳代子

（東京大学）

表3 SP作成WSのおもなスケジュール
 1日目 2日目 3日目
午
前

個人ミーティン
グ(2) 
SP作成作業

個人ミーティン
グ(4) 
SP作成作業

午
後

オリエンテーシ
ョン
個人ミーティン
グ(1) 
SP作成作業

個人ミーティン
グ(3) 
SP作成作業

SP作成作業
プレゼン準備
SP プレゼンテー
ション
修了式

夜
間

夕食会
SP作成作業

SP作成作業 修了を祝う会

４．ＳＰ作成ＷＳ参加者の感想 

4.1 メンティーとして 

内川恵美 「ポートフォリオを作ってきたよ．すごく良

かったから次の機会には絶対行ったほうがいいよ！！」

参加した同僚が皆，口をそろえてそう言います．詳しく

聞いても「とにかく行ってみるべきだ！！」と強く薦め

てくれます．「ポートフォリオって何？私が一番苦手な分

野な気がする…..」それが最初の出会いでした．

 それから半年後，受講の機会を頂いた時も，まだまだ

消極的で避けたい自分がおりましたが，ある意味チャン

スだ！と感じている自分もおりました．

 受講 1 日目，やはり私の予感は的中し，苦手意識に溺

れそうになりました．講師のメンターの先生とお話しす

る度に，自分が分からなくなりました．自信を持って取

り組んでいた事が，話せば話すほど伝えられず，違うと

いう気持ちが出てきてどんどん落ち込んでいきました．

しかし，逃げるわけにもいかずもがきながら自分自身と

向き合う時間を頂き，3日目の朝方，ようやく自分を取り

戻す事が出来ました．そして，更に強く自分の使命を確

信する事が出来ました．

 私は，想いや感覚，そして情熱を大切に生きてきまし

た．しかし，重度の障がい者や児童の生活全てを支援す

る介護事業所で70名のスタッフの統括責任者をさせて頂

く中で，様々な学びがありました．今回，その一つであ

る論理的な思考という自分の弱点を見つめなおす事が出

来ました．同じことを伝えるにも，文章の構成をメンタ

ーの先生に直していただくだけで，とてもすっきりし相

手に伝わりやすくなる事を実感しました．そして，今ま

での自分の想いや自分の使命を再度確信し想いを更に強

くする事ができました．

 私は，明るく楽しく前向きに生きたい．そして周りの

人々とも助けあってみんなで幸せになりたい．これを，

熱い想いと，そして論理的な思考の両方をバランスよく

使い更に自分の器を大きく強くし，多くの人のお役に立

てる自分になりたいと強く再確認する事ができました．

 受講して本当に良かったと感謝しています．受講後自

分の紹介をする際には作成させて頂いたポートフォリオ

を活用させて頂いています．まず，これを見ていただく

事で短時間に私という人間を理解してくださり，更に深

いお話に繋がる事が多くなりました．今後も活用し自己

成長に繋げていくよう努めます．貴重な機会を頂き本当

にありがとうございました．

吉田広美 ポートフォリオのお話を聞き，とても興味深

い内容だったので是非とも参加したいと思っていました．

「自分の頭の中を整理して形にする」という作業で，苦
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手な分野でしたが，メンターの方がいらっしゃることに

心強く感じ，3 日間でしたがあっという間に過ぎました．

メンターの方とミーティングをしながら，主体となって

いることは，過去からの自身の思考や経験であり，そこ

からの価値観や想いから大きく影響していることを再認

識いたしました．又，自分の理念と会社の理念とが合っ

ているからこそ，引き寄せられ，原点に戻りながら楽し

く仕事ができていることを痛感し，感謝の心が溢れてき

ました．

 ポートフォリオを作成していく中で，自分の経験が文

書化されたことで，自身の業務がより明確となりました．

全てのものごとにはその背景があり，私自身の業務とし

ても振り返りながら，自身の役割を果たしていきたいと

思います．

 大変貴重な機会を頂き，有難うございました．

鎌倉義雄 私は，障がい福祉サービスを提供する会社の

経営を行っています．SP作成WSは，数年前に鰺坂先生

からお誘い頂いて知りました．自分自身は，なかなか日

程が合わなかった（参加する意思が弱かったので，合わ

せようとしなかった）為，他の職員へ参加するように促

していました．すると参加したみんなが「自分の心の掃

除が出来た」や「自身の理念が明確になり，ブレること

がなく仕事が出来るようになった」等々の素晴らしい成

果を出していたので，私も日時を調整し，参加させて頂

くことにしました． 

SP で自分自身を振り返り，見つめ直すことによって，

自分の想いをより深く知ることが出来て，自分のやって

きたことや，現在，行っていることを自分自身で認める

ことが出来るようになりましたし，行っていることの目

的を常に意識するようになりました．そして，両親や恩

師，ご縁のあった人々，また，自分にとって都合の善く

なかった人たちにも深く感謝が出来るようになれたと感

じています．

日頃から仕事は想いが一番・仕事を通じて人格向上と

の考え方を持っており，その想いを込めた経営理念を浸

透させていくことが自分の役割だと自覚しています．SP
を作成することにより，考えや想いをより情熱を持って

語れるようになったと思います．その想いは，変わらな

いものと感じていますが，定期的に振り返り見直して，

常に深めていこうと思います．

お世話になったメンターの栗田先生をはじめ，メンテ

ィー・メンターの皆さまには心から感謝しております．

ありがとうございました．

4.2 メンターとして 

新城恵理奈 私自身，SPを作成したのは2015年12月の

WSだった．当時は高専の先生方がファカルティ・ディベ

ロップメント（FD）として取り組んでいることを自身で

も体験したいと思い，自分の意見をまとめる機会として

取り組んだ．私の場合は時間切れかつその半年後に諸事

情により仕事を辞めたため，途中までの SP になってし

まったが，2 年後の 2017 年に SP のメンターを誘われ，

半分不安に感じながらもチャレンジしてみようと思った．

 私が実際にメンターを経験したのは2017年8月のWS
だった．私がメンティーとして WS に参加したのが 12
月だったため比較的休みが取れやすかったが，8月の平日

は会社員だと慌ただしかったのではと，今振り返ってみ

れば感じられる．私担当のメンティーは大阪府内の介護

福祉施設で勤務されていたため，合間を縫って参加され

ていた様子だった．それに加え，私は文章の作成には慣

れていたが，メンティーの方は慣れていないようだった．

だが，そのような状況でも彼女は「今までの自分を振り

返ることができたのでよかった」と，私が SP 作成の際

に思ったことと同様の感想をおっしゃっていた．それは

非常に嬉しく感じたが，せっかくなら SP を完成させた

いと思っていた．

 ワークショップ後もなるべくサポートは行ったが，結

局私が担当したメンティーも SP 完成ならずで，現時点

でも停滞状態である．せっかくなら完成までサポートし

たいという気持ちはあるが，私自身も時間に余裕がなか

ったというよりは，どこまでどのようにサポートしてい

いかがわからない，この場合はどの方に頼ればよいかわ

からないという状況だった．

私が SP のメンター・メンティーの両方を経験して感

じたことは，SPは自分自身の過去と未来を整理し考える

際には非常に有用なものであることだ．だが，教職員対

象の TP とは異なり，作成するにあたって特に明確な目

的はなく，会社内の上にあたる方が SP の有用性を理解

されていなければ，有休を取得しない限り 3 日間集中し

て SP の WS に参加するのは難しいのではと思われる．

会社の方々にご理解いただけるのは難しいので，対策と

しては，

・WS前にメンターはメンティーと仲良くなっておき（メ

ンターの事情をあらかじめ把握しておき），WSの3日間

以外にも気楽に連絡が取り合えるようになっておく．

・SPのメンティー・メンターともに，簡単な作成あるい

はサポートのマニュアルを用意しておく．

 おもに上記2点が必要なのではと思われる．

 会社勤めでいると，会社の目的が自分の生活するため

の目的になってしまい，自己の理念を見失ってしまいが

ちである．SPは自身を振り返るためには非常に良い手段

であるため，また機会があればSPを広めるためのサポー

トができると幸いである． 
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ている． TP，AP，SPのそれぞれを担当できるメンター

と複数を担当できるメンターを育成することで上記のこ

とが可能となっている．またスーパーバイザーも同じメ

ンターミーティング内で TP，AP，SP を混在させること

で，メンターへの助言がしやすい環境となっている．

SP 作成WSに関する3 機関の特徴を表 1 にまとめる．

表1 SP作成WSの3機関の特徴

愛媛大学 佐賀大学 本校

分量 A4用紙

6枚
A4用紙

2～4枚
A4用紙

6～10枚
目次 10項目 責任，理念，

方法・成果・

改善，目標

責任，理念，

方法・成果・

改善，目標

メンタ

リング

メンター有 相互メンタ

リング

メンター有

日数 1泊2日
(2016年以降) 

1泊2日 2泊3日

前述のように高等教育機関では教員だけではなく職員の

職能開発も必須となっている．そこで本校の WS では，

TP,AP とまとめておこなうことで，教員と職員の相乗効

果を期待している． 

３．作成ワークショップ 

2017年度は本校では2回のTP・AP・SP作成WSを同

時に開催した．SP作成WS の概要を表2 に，WSの主な

スケジュールを表3に示す． 

表2 2017年度に開催したSP作成WSの概要

回 日程 メンティー メンター スーパー

バイザー

10 8月8日〜

10日
2名（民間企

業）

2名（うち

学外1名）

松本高志

（阿南高専）

11 12月26日
〜28日

2名（民間企

業，大学職員）

2名（うち

学外1名）

栗田佳代子

（東京大学）

表3 SP作成WSのおもなスケジュール
 1日目 2日目 3日目
午
前

個人ミーティン
グ(2) 
SP作成作業

個人ミーティン
グ(4) 
SP作成作業

午
後

オリエンテーシ
ョン
個人ミーティン
グ(1) 
SP作成作業

個人ミーティン
グ(3) 
SP作成作業

SP作成作業
プレゼン準備
SP プレゼンテー
ション
修了式

夜
間

夕食会
SP作成作業

SP作成作業 修了を祝う会

４．ＳＰ作成ＷＳ参加者の感想 

4.1 メンティーとして 

内川恵美 「ポートフォリオを作ってきたよ．すごく良

かったから次の機会には絶対行ったほうがいいよ！！」

参加した同僚が皆，口をそろえてそう言います．詳しく

聞いても「とにかく行ってみるべきだ！！」と強く薦め

てくれます．「ポートフォリオって何？私が一番苦手な分

野な気がする…..」それが最初の出会いでした．

 それから半年後，受講の機会を頂いた時も，まだまだ

消極的で避けたい自分がおりましたが，ある意味チャン

スだ！と感じている自分もおりました．

 受講 1 日目，やはり私の予感は的中し，苦手意識に溺

れそうになりました．講師のメンターの先生とお話しす

る度に，自分が分からなくなりました．自信を持って取

り組んでいた事が，話せば話すほど伝えられず，違うと

いう気持ちが出てきてどんどん落ち込んでいきました．

しかし，逃げるわけにもいかずもがきながら自分自身と

向き合う時間を頂き，3日目の朝方，ようやく自分を取り

戻す事が出来ました．そして，更に強く自分の使命を確

信する事が出来ました．

 私は，想いや感覚，そして情熱を大切に生きてきまし

た．しかし，重度の障がい者や児童の生活全てを支援す

る介護事業所で70名のスタッフの統括責任者をさせて頂

く中で，様々な学びがありました．今回，その一つであ

る論理的な思考という自分の弱点を見つめなおす事が出

来ました．同じことを伝えるにも，文章の構成をメンタ

ーの先生に直していただくだけで，とてもすっきりし相

手に伝わりやすくなる事を実感しました．そして，今ま

での自分の想いや自分の使命を再度確信し想いを更に強

くする事ができました．

 私は，明るく楽しく前向きに生きたい．そして周りの

人々とも助けあってみんなで幸せになりたい．これを，

熱い想いと，そして論理的な思考の両方をバランスよく

使い更に自分の器を大きく強くし，多くの人のお役に立

てる自分になりたいと強く再確認する事ができました．

 受講して本当に良かったと感謝しています．受講後自

分の紹介をする際には作成させて頂いたポートフォリオ

を活用させて頂いています．まず，これを見ていただく

事で短時間に私という人間を理解してくださり，更に深

いお話に繋がる事が多くなりました．今後も活用し自己

成長に繋げていくよう努めます．貴重な機会を頂き本当

にありがとうございました．

吉田広美 ポートフォリオのお話を聞き，とても興味深

い内容だったので是非とも参加したいと思っていました．

「自分の頭の中を整理して形にする」という作業で，苦
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５．WSを同時開催することの意義

 ここでは，TP,AP,SP 作成 WS を同時開催するにあた

っての意義について検討する． 

 「教職協働」とは，教員と職員とが目標を共有しつつ

協働して業務を遂行することと考える． 

 目標を共有するためには，お互いに話し合う時間が必

要となるが，多忙な業務の中，時間を見つけることが難

しいのが現状である．本校のSP作成WSに参加すること

で，他大学や他高専ではあるが，TPやAP作成WSに参

加している教員の考え方などを理解することが可能とな

る．教員も他の機関の職員ではあるが，考え方などを理

解することが可能となる．お互いが所属機関に戻り業務

を遂行しなければならない状況で，その経験が活かされ

てくるのではないかと考える． 

 スーパーバイザーとして参加していただいている栗田

佳代子氏が，本校で実施している WS の効果について

「WS の実施やメンターやスーパーバイザーの編成の観

点から効率よく実施している．」と言及している[7]． 

本校の年間計画の中で，それぞれの WS を別々に開催す

ることが難しく，同時開催するしかなかったと言えるが，

逆にそのことが互いの参加者に良い結果をもたらしてい

ると言える． 

 今後も同時開催をするためには，メンティーとしての

参加者を広く募集することはもちろんのこと，メンター

としてTP，APだけではなくSPも担当してもらえるメン

ターを育成することが急務といえる． 

６．おわりに

 本稿では，2017年度に本校で実施したSP作成WSについ

て報告した．

 当初は大学職員を対象としたSP作成WSであったが，民

間企業の方に参加してもらうことで，その広がりを示す

ことができたといえる．また経営者に参加してもらうこ

とで，従業員との意思疎通も図りやすくなったといえる．

また3種類のワークショップを同時開催することについ

て検討した．メンティーだけではなく，メンターとして

もWSの形態や手法が同じであることで他のポートフォ

リオのメンターにも挑戦しやすくなると考える．

本稿が自分の仕事を整理する一つの手法として，参加

される方あるいは興味を持たれている方の一助になれば

幸いである．
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